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横浜市は国際会議や観光客誘致などが評価された（5月、横浜中華街）
森ビル系のシンクタンク、森記念財団都市戦略研究所（東京・港）は13日、経済や住みやすさなど都市を多角的に分析・調査した「日本の都市特性評価」の2023年版をまとめた。東京23区を除く主要136都市のランキング評価は大阪市が3年連続の1位。首都圏1都3県では文化交流で強みを見せ、交通アクセスでスコアを伸ばした横浜市が前年の4位から2位に上昇した。

【関連記事】福岡の「都市力」全国4位に低下　国際会議の減少響く
調査は18年から実施し今回が6回目。都市の経済活動や居住環境などを政府統計などから評価・分析し、「経済・ビジネス」「研究・開発」「文化・交流」「生活・居住」「環境」「交通・アクセス」の6分野でスコアを算出して順位を付けた。

横浜市は国際会議や展示会の開催件数が増えたことに加え、観光客の誘致活動も評価され「文化・交流」のスコアが高かった。自転車のシェアサイクルポート数が増え、自転車による通勤・通学率が上昇したことで「交通・アクセス」分野のスコアも伸ばした。

主要136都市は全国の政令指定都市と県庁所在地、人口17万人以上の都市。1都3県では39市が対象で、うち上位50位に入ったのは9市と前年（12市）から3市減った。

1都3県で横浜市の次に順位が高かったのは千葉県浦安市の15位。同市は今回の調査で新たに対象になった。指標別では財政力指数が全国1位で「経済・ビジネス」の分野が高スコアだった。休日の人の多さ、空き家率の低さ、水辺の充実度、街路の清潔さなども指標別で全国1位だった。

次がさいたま市の24位。前年の27位から順位を上げた。分野別に見ると「研究・開発」が高いスコアで、「生活・居住」「交通・アクセス」など複数の分野の順位が上昇した。

東京都内で最も順位が高かった府中市にある京王線府中駅（13日）
東京都内では府中市が30位と最も順位が高かったが、前年の26位からは下がった。神奈川県鎌倉市も前年の21位から31位に落ちた。このほか千葉市が35位、川崎市が41位だった。

前年28位だった東京都三鷹市は45位に順位を大きく落とした。交通事故死亡者数の少なさなどは高いスコアだったが、「自然環境の満足度」など「環境」分野のスコアが下がったことなどが影響した。

新型コロナウイルスは「文化・交流」分野に大きな影響を与えた。「行楽・観光目的の訪問の多さ」や「休日の人の多さ」が減り、これらの指標に強みをもつ都市がスコアを落とした。同研究所は「来年度以降は回復軌道に乗ることが期待される」としている。

東京23区のランキングに変動なく

東京23区を対象にしたランキング評価では千代田区が6年連続で首位だった。「経済・ビジネス」や「交通・アクセス」「生活・居住」が23区中1位だったほか、前年2位だった「文化・交流」でも今年は1位を獲得した。国内有数のビジネス街であることはもちろん、観光客に向けた情報発信の充実によって評価を上げた。

2位は港区、3位は中央区だった。港区は高級宿泊施設が充実し富裕層の受け入れ環境が整っていることなどが評価された。4位の渋谷区は経済・ビジネス面で高い評価となったものの、街路の清潔さなど自然環境に関する指標が低評価だった。個別の評価指標で順位変動はあったものの、上位15位の合計スコア順位に変動はなかった。





